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論 文 内 容 の 要 旨
日本古代 の律令国家 に続 いて、 日本 の中世 は権門体制 の国家 といわれ る。本論文 は、直接 権
門体制 を扱 った もので はないが、 その前提 とな った権 門勢家 が いっいか なる構造 を もって、永
続的権門家 として定立 したのかを、考察 したものであ る。
権門体制提唱者 の黒 田俊雄氏以前で も、桃裕 行氏 は摂 関期 政治史研 究 に とって、 社会経済的
視野で、権 門の構造 とその地方 との結 び付 き方を解明す ることが重要 な鍵 といわれ た。 その後
の権門 に関 す る研究 は、主 に貴族 による荘園集 積 に関わ って行 われて い る。 なかで も永原慶二
氏や村井康彦氏 によ って、権門 ではない一般公家が所有 す る荘 園 は、権 門の傘下 にあ って は じ
めて成 り立っ ことが明 らかに され、 また戸 田芳実氏 によって、権 門が律 令 制 の盲 点 を突 いて、
あ るいは土豪 の受 け皿 として、 山野獲得 に乗 り出 して いる姿が浮 か び上 が った。
権門 をめ ぐる、かか る研究状況 の中で提唱 され たのが、 黒 田俊雄氏 の権門体制 論 だ った。 こ
れ は、国家 的見地 か らの職能 的役割 を帯 びて いる公家 ・寺家 ・武家 それ ぞれが、 相互補完 的関
係 において国家を構成 す るとい うものである。そ の成立 は院政 期 であ り、院 政 は私 的権 門 と し
一304一
て の国政運営 を意 味 した とい う。
権 門体制 と権 門勢家 の関係 につ いて黒田氏 は、権 門勢 家 とは、言葉 自体 は9世 紀か ら見 られ、
政治 的社会 的に権勢 のあ る門地 ・家系 をい う語だが、 荘園制 の発達 や摂関政治 の展開 と不可分
の関係 にあ る語 であ り、制度 をい う言葉で はな く、事 実を表 わ してい る。 それが11世 紀後半 に
な り、権門勢家 が私 的な家政支配 を確立す る と、国家公権 に対 して独 自的にその存在 を主張 し、
質 的に転化 す るとい う。本論文 とも関 わる権門の家政支配確立 の要点 と しては、家政執務機構
の整備 定着、荘 園の集積 と支配機構 の再編強化、私兵 の存在、 さらに これ らを踏 まえた家長 の
権威 が観念的 に確立 した ことを挙 げ られ る。 この ような形態 の権 門勢家 は当時大小多数 にのぼ
り、 その性格 か らい って も固定 した もので はなか った。 しか しその うちに2、3の 雄 なる もの
が成立 して、諸政治勢力 の中核 になった とす る。
権門体制論 は、特 に中世国家史 に与えた影響 は大 きいが、社会 ・経済史研究の その後の展開
は、権門 の 自立 的運動 としての所領集積 と人的集 中 ・組織化 など、権門 の構成要素 に関 して明
らか にされ てい く。 その場合、 いずれの研究 も権 門の基本 的評価、 あるいは研究の前提 として、
権門 は 「私的」 な もので あ り、 それが公私混交 に至 ると位置づ け られて いた。
ところが近年、井原今朝男氏 は中世 国家 の 「公私混濡」 を国政 と家政 の対立 と協調 と して分
析 し、権門 の性格 につ いては 「権門の家政が旧来 いわれ るほど自立的独立的で はな く、国家権
力へ の依存性や協調性が顕著」で あった とす る。従来 の研究で は、何が 「公」で何が 「私」か、
また歴史的変化 の有無 などを問 う事な く、 いわば観念 的に議論 されて いた。 この点井 原 氏 は、
国家 と権門 の関係 を行事 の執行 や日常政 務の方 法等 か ら具体的 に分析 してお り、権門が 「国家
権力へ の依存性 や協調性」 を有す る面があ ることは明 らか とな った。 しか し井原 氏 の研 究 は、
「国政 と家政」 の関係 を解 明す ることに主眼 が置かれて いるため、権 門 の家政 そ の ものにつ い
　 　
て は十分 とはいえず、井原氏 の言 うように 「国家権力へ の依存性や協調性 が顕 著」 であ ったか
ど うか は問題 である。
研究史か ら平安時代 の権門像 を示す と守大小様 々な権門が所領荘園 を集積 し、 それ は大権 門
へ集 中す る構造 にな っていた こと、人的に も受領 や実務官僚 を組織 ・集中 させて いた こと、 権
門 は固定的 な ものではな く、 その うちか ら2、3の 雄 が現 われる こと、 この権 門が のち中世国
家 を構成 す る基本単位 となる こと、 などが明 らか とな っている。
しか し固定 的でなか った権門 の中か ら、 いう固定 的な権門が現われ るのか、言 い換えれ ば永
続 的な権門家 がいっ現 われるのかにっ いて は、それを明確 に示 した研究 は見当た らない。黒田
氏 は、院政 の出現 が権門政治 ・権門体制の始 ま りとす るが、氏 も摂関期 に権門政治的 な ものが
見 られ ることは認 めてお り、院 に先行す る権門 と して、摂関家 の位置づ けが重要 とな る。 また
桃氏 によ って重要 だ と指摘 されなが ら、黒 田氏以下井原氏 まで行 なわれなか った権 門の構造解
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明 も行なわな ければな らない。権門の構造 や家政運 営の実態 を知 る ことな くて は、 「国 家権 力
への依存性 や協調 性」 の事実があ って も、 それを権 門内で位置づ けることはで きず、 国政上 の
家政 の位置 づ けに も無用 の混乱 が起 きる ことは必定 だか らである。 よって、 院 に先行 す る公家
権門 として は、最初 に して最大 の摂関家 を検討対象 とし、後代 にっなが る永 続的な権 門家 がい
つ成立 し、権門 として の典型的な構 造 はいかな る ものかを示 した い。
さ らに・親族組織 につ いて は、門流寺院 が門流 の人 々の氏寺 と して、精神紐帯 にな っていた
とい う重要 な指摘 があ る。 これ は氏寺 への人的 ・物的集中が予想 され るものであ り、氏寺 自体
の権門化 の可能性 があ る。 しか も氏寺 であるとい うことは、 当然そ こに氏人檀越 との関係 も生
じ・寺院 や寺領荘園 の管領権 の問題 が浮上す る。 権門家 にとっての氏寺 の位 置づけ と寺院 や寺
僧門徒側 に とっての檀越 の位置づ けとの、双方 か ら究明 され るべ きであ る。
よって本論文で は、永続的権門家成立 の前提 と して、藤原氏 や摂 関家 をめ ぐる親族組織 の変
遷 ・平 安時代権門家 の成立時期、お よびその構 造 、 また権門の氏寺をめ ぐる管領権 の問題 な ど
を検討 課題 とした。
①平安 時代権 門家の成立時期につ いて
初 めに平安 時代 に永続 的権門家 が成立 す る、 歴史 的前提を考察 した。 それは平安時代 におけ
る人的結集原理 の変化 であ り・平安初期 には氏 を 中心 と した ものだ ったが、 後 期 に は門流 や、
さ らには家 を中心 と した ものに変 化す る。
平 安時代初期・藤原氏 には施薬 院や勧学院 な ど氏 の機関 があ り、 みな平安初期 に整i備 ・官司
化 が行 われた。氏 の機 関の職員補任 は、藤原氏 と してのま とま りを象徴 して いた。 また藤原氏
の氏 内氏の役割 を果 た した四家 につ いて、平安 初 期 の段階 では、政治的に有効性が認め られ る。
しか し親族組織 と しての結集力 は当初 より弱 く、 氏 の結集力 には及 ばなか った。
平安時代後期 にな ると、氏の機 関の職員 に も変 化 があ り、氏か ら長者への集権化がなされた。
また四家 につ いては・平安後期 には政治 的に も有 効性 は低下 し、 よ って政治的 に も親族 組織 と
して も歴史的役割 は終 える。 四家 とい う単位 に代 わ るよ うに、平安後期 出現 したのが門流だ っ
た。 これ は家格 の成立 と もあいま って、政治 的 に は特定官職 の相承 とい う形 で表 れ、親族組織
と して門流寺 院への二族結集 とい うことに体 現 され る。 ＼
かか る歴史 的前提 の もと・永続的権 門家で あ る摂 関家 は成立 す る。 その時期 につ い.て、家 の
アイデ ンテ ィテ ィを示 す葬送・中陰 ・周忌仏 事 を取 り上 げて、 国家 との関わ り、家 の継承行事
と しての成立・門流行事 の成立・ およびその執 行体 制 を検討 した結果、 いずれ も10世 紀 中後 期
に は成立 してい た。 さ らに全般 的に摂関家年 中行 事 と執行体制成立 につ いて検討 し
、 おそ くと
も11世 紀 初頭 には、後代 につなが る行事内容 と執 行 体制を備えていた。
まず国家 か らの自立 について・摂関家当主 の葬 送 を取 り上 げた。摂関 の葬送 は、儀礼 としで
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も執 行体制 として も10世 紀中後期 を境 に して、それまでの官葬 か ら摂 関家 葬 に移行 して いた。
令制か らの脱却、家 の 自立 とい う意味 にお いて、 ここに 「家産支配 を基礎 とす る私 的 な本質 」
を持っ権門家が成立 した。
次 に家 の継承行事成立 につ いて、中陰 ・周忌仏事 を取 り上 げた。 これ らは平安貴族社会で は、
御法事 と正 日仏事 の二度行 なわれ、前者が外向 けのデモ ンス トレー ション、後者が家 内の追善
仏事 だ った。 この区分 は摂関家で は10世 紀 後半 にはみ られ、特 に御法事 は、家督 の正 当性 と家
の継 続性 を貴族社会 に対 して表 して いた。御 法事 とい う儀礼 の出現 は、代 々継承 され るべ き権
門家の 出現 を前提 と して いたので ある。
さ らに門流行事 成立 とその執 行体 制 にっいて、年忌仏事 を検討 した。年忌行事 には、代 々恒
例行事 と一代 限 りの殿 中恒例行事 があ る。通常 は主従制原理 を基盤 とす る殿 中恒例 行事 と して
行 なわれ るが、 氏人合議 を経 て氏財の使用 が認 め られれば、代 々恒例 の氏の行事 とな る。 ただ
この場 合の氏 の行事 は、9世 紀 までの興福寺 での氏 の行事 とは違 い、 実質的 には忠平 流 と して
の門流行事 に綾小化 されてお り、 その成立 は法性寺御八講 の始 まった10世 紀後半 であ る。
上記行事 は摂関家主催行事 と して、 いず れ も10世 紀中後期 に成立 し、 これ らは主従 関係、 あ
るいは主従 関係 と氏 の行事保障 に より執 り行 なわれてお り、 この関係や保障が有効である限 り、
再生産 され ることにな る。貴族社会 内でのか かる関係の反復 は、権 門家 の行事 といえ ど先例 の
蓄積 となる。摂関家行事執行体制 の成立 は、貴族社会内にお ける永続 的権門家 の成立 を も意味
した。
②平安時代権門家 の構造 につ いて
摂関家家政運営上 の基本構造 にっ いては、摂関家の家政機 関や職員、家政 の中心 たる政所 の
基本構造 と運営方法、 および収入 と支 出にみ る家政運営 の実態 を検討す る ことで摂関家家政運
営の特質 を探 った。
平安時代後期 の摂関家 には、家政運営 に当 たる多 くの家政機関 と職員 があ ったが、 これ らは
機関 の位置づ けによ り職員 の ランクが決 まってお り、 しか もその責任者 は普通、別当 または預
1人 だ った。・しか し政所 と蔵人所 ・侍所 は、多数 の諸大夫層別 当が いて家政機関中特異 な存在
で、特 に政所 には付属機関 もあった。 また諸大夫が任 じられ る他機関別当 には、政所別当 が兼
帯 している。家政運営 の中心 は政所 だ った。
政所 の運営 には、摂関家当主 は形式上 関与せ ず、別 当家司 の主導で行 われて いた。別 当家司
の もと、政所 の実務 は年預下 家司を中心 に下家司が行 ってお り、下家司が 「政所」 の実体 だ っ
た。政所 は、別当家司 と下 家司 による二重 構造 とな ってい る。 よ って家政運営 を指令す る政所
発給文書 も、 この構造 の もと作成 され る。 臨時の場合 は、家司 の作成命令で、 は じめて下家司
の実務 は動 き出すが、恒例の場合 は、手 引書 によ って期 日が くれば、下家司 は作成 に取 り掛 か
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る。家政対象 の内容 によ って、家司 の指揮 や決済が必要 な もの と、下家司 のみにて実務 が進 む
ものが あ った。
政所 の家政運営 の実態 につ いて、主要財 源であ る御封米 や荘園年貢米 の徴収方法 は、政所が
両 者 を一体 の もの として、特 に年預下 家司が管理 にあた り、 日常的 には彼の下文発給 によった。
また用途支出 は、 これ も基本的 に下文 によ って行 われた。特 に定例の場合 は、相折 が作成 され、
下文発給 の よるべ き規範 とされていた。
よ って平安 時代後 期 にお ける摂 関家家政運営 の特質 として は、官僚主義 と文書 主義が挙 げ ら
れ る。家政運営 の中心 とな る政所 で は、 日常 的家政 の多 くは下家司 によって機械 的 に処理 され
て お り、 またそれを可能 と したの は摂関家家政で の文書主義の重視 だ った。摂 関家 とい う巨大
な組織 を これ らが支 えていたのだ った。
次 に摂 関家年 中行事 の行事執行体制 には、所宛 によるもの と雑事 定 によるもの、 当主 の奉行
人指名 によ るものな どがあ った。 この違 いは、単な る年中行事 と しての区分 や行事規模 に よる
違 いで はな く、摂 関家 にお ける行事 の位置づ けによる ものだ った。所宛 によ るもの は純然 た る
家 内行事、 雑事 定 による もの は貴族社会 内でのイベ ン ト的大行事 と位置づ けられてお り、同種 ・
同規模 と思われ る行事 で あって も、 当主 によ ってかか る位置づ けを与 え られなければ、奉行人
指 名 によって執 行 されて いた。摂 関家年 中行事 の執行 は、 まさに家の政 だ ったのであ る。
さらに権 門家の構成要素 と永続 的構造 にっ いて、経 営体た る家の範 囲 と 「公的家」の継承性、
また経営対象 の範囲を検討 した。結果、経営体 たる家 は 「公 的家」 の集 合体 で あ る こと、 「公
的家」 は本主 の官職 に規制 され継承 され ること、経営対象 は家領荘 園のみな らず、氏寺領荘園
にまで及 んで いた こと、 な どが明 らか とな った。
まず権 門家 の構成要素 と しての家 の範囲 と永続 的構造 にっいて、「公 的家」 の設 置 ・職員 補
任 ・継承 か ら考察 した。家政機関 と職員を内実 とす る 「公 的家」 と、本主の身位 との関わ りは、
令格制 での公 的家基準 とは違 い、平安 時代後期 には主 に官職 とそれ に準ず る待 遇 とい う基準 に
変化 していた。 かかる 「公的家」 と永続 的経営体 たる摂関家 との関係 は、構成 家政職員 の補任
権 か ら、摂関家 は摂関 の 「公的家」 を中心 と して、北政所 たる妻 の 「公的家 」、 自立 す る まで
の子 息の 「公的家」、 入内す るまでの娘の 「公的家」 な どをその内容 と した。 しか も各 職 員構
成 は重複 して お り、 その意味で職員補任権 が摂関 にある段階での各 「公的家」 は、経営体 とし
て一体 であ った。
摂 関家 の永続 性 とい う点 は、貴族社会 における摂 関家 とい う家格 の成立 によった。 これ によ
り、身位 によ って変化 す る 「公 的家」 の内実 は、結 果的 に子息 の身位上昇 にと もない父か ら子
息 へ譲 り渡 す形 で温存 される。 よ って永続性を重視 す る権門家 の中核 は、父お よび父 と同官職
に昇 ることがで きた子息 を中心 に したライ ンとな る。
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次 に権門家 の構成要 素 と して の経営対象 の範囲 につ いて、主 に年 中行事の財源か ら考察 した。
摂関家年 中行事 の用途調 達 は、家内 で完結す る ものはむ しろ少な い。特 に12世 紀初頭以 降、 荘
園へ の依存 が急増 す る。賦課 される荘園 は、家領荘園 のみな らず氏寺 領荘園 も含 まれ る。特 に
氏寺 は、寺領荘 園 に賦課 され るのみな らず、行事執行 の場 と して寺僧に よ る執行 体制 もあ り、
摂 関家家政 のなか に組 み込 まれ ていた。摂関家家政 は、摂関家 とその周囲 に位 置す る氏寺 とで
成 り立 ってお り、両者 が合体 して、 は じめて平安時代 の巨大 な権門家を現出す ることがで きた
ので ある。
③ 権門家氏寺 と権門寺院 の関係 につ いて
権門寺院内 に氏寺 を建立 した場合 にっ いては、醍醐寺諸院の寺務執行 の補任 を検討 した。平
安 時代醍醐 寺内 の氏寺 的存在 の堂舎 では、最終的補任権 は檀越氏人 が持つ ものの、選考 にっい
て は門徒 に付属す る とい う形で寺僧側 に委 ねた。 よ って寺務執行 は師資相承 されていたが、座
主 へ の集権化 とい う権門寺院 内の影響 も受 ける場合が あった。
独立寺院 として建立 の場合 については、摂関家氏寺を検討 した。極 楽寺 ・法性寺 ・法興 院の
寺司補任 は、藤氏長者 の拳 を受 け奉勅官符 によ って行われ たが、実際 は、長者 が 自由 に人選 で
きたわけで はな く、 これ らに は天台慈覚門徒 が寺司 の補 任 を要求 した。次 第 に人事 にお いて も
財産 において も、摂 関家 とは距離 を置 き、っ いには天台延暦寺 に吸収 され る。
一方法成寺 と平等 院の寺 司補任 は
、 同 じ御願寺であ りなが ら奉勅官符で はなく、長者宣によっ
て行 われた。 しか も本願者起請 の制定 によ り、 あ らか じめ寺司補任法を決 めたため、寺 司の一
門相承 ・師資相承 はな くな る。摂 関家氏寺 としての性格 を前面 に打ち出 し、寺僧門徒 の論理 に
よ らず、檀越摂 関が子弟 を 自由に寺 司に補任 で きるよ うに したのであ る。
よ って権 門家の視点 か ら見 直せば、氏寺 が権門家 の構成要素 と して重要 な位置を占めたのは、
摂 関家の場 合で は、寺司補任権 を保持 し、管領権を持 っていた法成寺 と平等院である。極楽寺 ・
法性寺 ・法興院 は延暦寺の末寺 とな って しまい、権門摂 関家 を離れて、寺家権 門延 暦寺の構成
要素 と して位置づ け られて い く。
以上 の①～③ の結果 を踏 まえ ると、平安時代 中期か ら後期 にか け永続 的権 門家が成立す ると
い うことは、永続的組織体が形成 され るとい うことだ った。当時 にお いて永続的(と 思われた)
組織体 は、唯一太政官 に代表 され る 「官」 があ るのみだ ったが、永続的権門摂関家が成立す る
ことによ って、「官」 の相対化 が始 まる。一権門 に過 ぎなか った組織体 の年 中行 事 が、 っ い に
は 「関 白家公事」 とまでいわれ るよ うにな る。
これ には、家 内行事 が 「官」 の場合 と同 じ名称 の、所宛 や定 にて執行 され たこと、 また家政
機 関の設 置 に許認可 が必要 で も、家政職 員が官給 されるわ けで もないのに、 これ らの設 置 ・補
任 は当主 の官職 によって規制 されていたことな ど、「官」 の模倣 あ るいは官職 の絶対 的認識 が、
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背景 にあ る事 は確かだ。 一方で家の行事 の執行体制が、当主 の判 断で ランク分 けされ ることも
あ り、家 内行事 であ って も政だ った。「国政」 と 「家政」 あるいは 「公」 「私」 の区別 は もち ろ
んあ ったが、朝廷行事 に しろ家 内行事 に しろ、政だ った とい う意 味においては、序列 の再確認
とい う同 じ意義 があ った。永続 的権門家 が成立 して、永続 的組織体 の相対化が始 まってのちは、
家政=私 的 な もの と決 め付 けた り、「国政」 と 「家政」 の安易 な対比 は、 歴 史 的意 義 を見 落 と
し、一面的 な歴史観 とな って しま うので はなか ろうか。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、平安時代 の摂関家 を主 たる研究対象 と して、 中世 国家 を構成す る永続的 な権 門の
成立過程 とその構造 ・運営実態 につ いて論 じた ものであ る。全体 は3部8章 か ら構成 され てい
る。
序章 では、研究史 を整理 し、課題を設 定す る。
第1部 「権門家成立 の前提」 は、親族組織 の中核 が、氏か ら門流 さ らに家へ と移 り変 わ る時
期 の藤原氏 につ いて検討 し、権 門成立 の歴史 的前提 を探 る。
第1章 「藤原 四家の特質 と変 遷 一南家を中心 に一」 は、中世的家が成立 す る以前の藤原 四家
とい う単位 にっ いて考 察を加 え る。 その結果、藤原四家 は平安初期 の段 階で は、氏 の実 質的構
成要素で あったが、直系系譜 が不安定 であ り、氏寺 も氏人 の精 神的紐帯 とな らなか った ことか
ら親族組織 と しての結 集力が弱 く、平安後期 には門流 とい う単位 で結集がはか られるようにな ら
た とす る。
第2章 「藤原氏諸機 関の成立 と展開」 は、門流が親族組織 の中核 とな って以 降の氏 の機 関 に
っ いての考察であ る。勧学院 は、藤原氏長者管轄下の氏の機 関 と して継続 した が、 施 薬 院 は、
補任権が藤原氏を離 れた ことを明 らかに し、 その要因を当初 の官制上 の位 置づ けの違 い に求 め
られ るとす る。 また、 これ らの検討 を通 して、 藤原冬 嗣 ・良相期 は氏 の機 関が整備 され る氏の
時代で、それが忠実 の時期 によ り変質 し、鎌倉時代 に家の時代 を迎 え るとい う見通 しを示 す。
第H部 「権門摂 関家 の成立 と家政構造」 は、権門 と しての摂 関家 の成立 時期 の確定 と家 政構
造 ・家政運営 の解 明にあて られ る。
第3章 「摂 関家家政運営 の特質」 は、権門 と して成立 した摂関家 の家政運営 について述 べる。
まず、 家政機 関を網羅的 に抽 出 し、種類 ・職員構成 ・職掌 などを提示す る。次 に中心機 関 と し
ての政所 について検討 し、基本構造や経済 的収支方法 につ いて解 明す る。 その上 で、官僚(家
僚)主 義 と文書主義 とが摂関家家政運営の特質 であ った と主張す る。
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第4章 「摂関家 にお ける 『公 的家』 の基本構造」 は、永続的権門 とな った摂関家 の家政機 関
(「公的家」)に っ いて、摂関本人 のそれが叙爵 によって設 置 され、官職 昇進 に伴 って整備 ・拡
張 されて い くことを確認 し、 また、正妻 ・自立す るまで の子息 ・入内するまでの娘の 「公的家」
を摂 関家の構成要 素 とと らえ、 それが摂関 の 「公的家」 を中心 として、経営体 と して は一 体で
あ った ことを明 らか にす る。 また、永続的 な家 の形成 にとって家格の成立 が意味を もった こと
を述 べ る。
第5章 「摂 関家行事 の成立 と執行体制」 では、永続的権門 と しての摂関家の成立 時期 にっ い
て考察 す る。摂 関家が執 り行 う数 々の行事 の中で、家の アイデ ンティテ ィを示 す と考え られ る
代 々の葬送儀礼 や追善仏事 に着 目し、国家行事か ら家の行事 への転換点 を10世 紀 中後期 に見 出
し、 それを もって 「家産支配 を基礎 とす る私的 な本質」 を もっ権 門家 の成立 と評価 す る。
第6章 「摂 関家年 中行事 と家政経済」 は、摂関家年 中行事 の内容 と執行体制、 および行事用
途(費 用)調 達法 の検討 か ら家政経済 の特質 を考察 す る。摂 関家年 中行事の執行体制 としては、
行事 の性格 によ って三種 がある ことを指摘 し、純粋 な家 内行事以外 は、 家領荘 園 の みな らず、
氏寺領荘園へ の賦課、行事 の氏寺へ の移管、諸国所課 な どで用途 が調達 され摂関家 内で完結す
る ことはなか?た とし、 また、12世 紀以降、荘園の比重 が高 ま ることを指摘す る。
第 皿部 「権門家氏寺 と権門寺院」 は、門流の人 々の精神的紐帯 として、 また家政運営上 も重
要な位置づ けを与 え られた氏寺 にっ いて、 国家 ・権門 ・権門寺院 ・寺僧門徒 との関係 にお いて
考察 が行 われる。
第7章 「権門寺院内 の氏寺 一醍醐寺 内の諸 院を中心 に一」で は、 まず醍醐寺 の性格を 「源氏
の氏寺的存在」 とす る通説を批判 して、東 密小野流 の門徒寺院 と規定 し、 その中に複数 の檀越
によって氏寺的堂舎が建て られ たとす る。 そ して、 それ らの氏寺的堂舎が、権 門寺院内 に建 て
られ た故 に、寺務 の執行が実質門徒 に委 ね られてい ったとす る。
第8章 「摂関家氏寺 の管領 権」 は、独立寺 院 として建立 され た氏寺 につ いての検 討 で あ る。
10世 紀後羊、御願寺 とな った摂関家氏寺 に は、寺僧門徒が師資相承 によって寺 司 を補任 し、 摂
関家 と距離 をお くこととなった寺院 と、寺 司が長者宣 によ り任 じられ、摂関家氏寺 と しての性
格 を強 くもった寺院 の二類型が あることを明 らかに し、後者 と寺司の選考規定 を定 めた本願者
起請 との関連 を指摘す る。
終章 は以上 の研究 を総括 し、永続的権 門が成立 した ことの歴史的意義 を確認 し、平安時代中
期か ら後期 にか けての政治構造 をいか に捉 え るべ きかを述べ る。
以上、本論文 は、平安時代の公家 日記 ・儀式書 をは じめ とす る文献史料の博捜 と精緻 な分析
に基づ き、権門 と しての摂関家 の成立 とその構造 を解 きあか した。 基礎 的事実 の確定 を行 った
上 で、多 くの新知見 を開陳 し、 また、親族組織研究 ・寺院史研究等、 多方面 にか かわる考察 を
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行 ってい る。 その成果 は、古代 ・中世 の政治 ・社 会構造 の解 明に多大な貢献 をな した もの と評
価 で きる。
よ って、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有 す るもの と
認 め られ る。
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